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詳しくは

中面でご紹
介

う
ま
い
魚
を
求
め
て
、

一
色
へ 

　
　。

　
こ
の
度
、愛
知
県
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
鈴

木
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
愛
知
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
業

の
円
滑
な
運
営
と
発
展
の
た
め
、最

善
を
尽
く
し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
は「
健
康
・
友
愛
・
奉

仕
」の
三
大
活
動
を
基
本
理
念
と
し
、

会
員
の
皆
様
が
長
年
培
っ
て
き
た
豊

か
な
知
識
と
経
験
を
活
か
し
、地
域

社
会
に
貢
献
し
な
が
ら
、自
ら
の
健

康
を
保
持
し
、互
い
に
支
え
合
い
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
愛
知
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
会

員
数
で
日
本
一
で
あ
り
ま
す
が
、今

老
人
ク
ラ
ブ
が
置
か
れ
て
い
る
状
況

は
、愛
知
県
の
み
な
ら
ず
全
国
で
、価

値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化

に
よ
り
、会
員
減
少
や
ク
ラ
ブ
解
散

な
ど
厳
し
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、老
人
ク
ラ
ブ
の

優
れ
た
点
と
し
て
地
域
に
根
ざ
し
、

仲
間
づ
く
り
で
団
結
し
、地
域
で
の

様
々
な
問
題
に
つ
い
て
解
決
で
き
る

力
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
か
ら
ま
す
ま

す
こ
う
し
た
役
割
が
地
域
か
ら
必
要

と
さ
れ
て
き
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
が
積
極
的
に
魅
力
あ

る
ク
ラ
ブ
づ
く
り
や
、活
動
を
展
開

さ
れ
、活
力
あ
る
高
齢
社
会
の
実
現

に
向
け
て
進
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
結
び
に
、皆
様
の
ご
健
勝
ご
多
幸

を
祈
念
し
ま
し
て
、就
任
の
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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（2）令和元年（2019年）  秋号

読者のこえ

せり場に隣接。新鮮な魚が格安と、朝5時から地元の人だけでなく
遠方から通うファンも。貝類専門店やえび・かに専門店、新鮮な地魚
を使用した揚げたてはんぺんの店など、
30店以上が並びます。

新鮮な魚介から干物・海苔・加工品、えびせんべい、行列の
できる寿司店、海鮮レストランなど、一色の味をたっぷり楽し
めます。12月中頃には、おいしい
新海苔も。

三河湾、伊勢湾と豊かな漁場を控えた、一色漁港。
未明の暗いうちから、漁を終えた船が次々と帰ってきます。
早朝4時から始まるせり風景は、せり場2階の見学施設から見ることもできます。
せりが終わったら、いざ買い出しへ。

三河湾、伊勢湾と豊かな漁場を控えた、一色漁港。
未明の暗いうちから、漁を終えた船が次々と帰ってきます。
早朝4時から始まるせり風景は、せり場2階の見学施設から見ることもできます。
せりが終わったら、いざ買い出しへ。

6月にオープンした、一色う
なぎ漁業協同組合直営のう
なぎレストラン。全国生産量
の20％と、日本のトップブラ
ンドになった一色のうなぎ。
養殖の歴史は明治37年か
ら始まり、矢作川水系の清
流水を利用した、天然に近い育て方をすることで皮も柔ら
か。良質な脂のりで高い評価を得ています。

■住所／西尾市一色町小薮船江東180
■TEL／090-3830-5152
■時間／AM5：00～AM8：00頃
※土日は、お昼頃まで営業しているお店もあります
■定休日／月曜日・水曜日（不定休）
※天候・出漁状況により休業の場合あり　
■アクセス／国道23号西尾東インターから約27分
　　　　　 知多半島道路阿久比ICから約40分

■時間／平日…10：30受付開始、11：00開店　
　　　　土日祝日…10：00受付開始、10：30開店
　　　　※いずれも受付終了時間14:00
■TEL／0563-65-0141
■定休日／水曜日

■TEL／0563-72-3700
■時間／9：00～17：00　　
■定休日／水曜日（祝日の場合は
　　　　 翌日）、1月1日～3日

一色漁港で
揚がった魚

は、

ここから屋
内のせり場

へ

運ばれます
。

豊かな漁場を反映して、
魚の種類は実に多彩。

三河一色さかな村一色さかな広場

脂がのってきたサワラ、
ワタリガニも今年は豊漁。
お店の人とのかけ合いを

楽しみながらの買物が楽しい。

うなぎ処 いっしき

阿久比
I.C

衣浦大橋東

港本町

三河
安城駅

名
鉄
西
尾
線

東
海
道

新
幹
線

安城駅

西尾駅

西尾東
I.C

武豊I.C

半田I.C

半田中央
I.C

南
知
多
道
路

衣
浦
港

至
セ
ン
ト
レ
ア

衣
浦
海
底

ト
ン
ネ
ル

衣
浦
大
橋

矢
作
川

矢
作
古
川

46

247

247

23

藤井I.C

M A P

一
色
大
橋

476

うなぎ処
いっしき

拡大

三河一色
さかな村

一色さかな広場

西三河漁協せり場

健康企画：一昨年５月に軽い脱水症になりました。記事がとても参考になりました。（愛西市：60代女性）



親
睦
を
深
め
た
、コ
ウ
ノ
ト
リ
の
里

「
城
崎
温
泉
」の
旅

 
　 

豊
橋
市
玉
老
連　「
和
楽
会
」　杉
浦
敬
一

（3） 令和元年（2019年）  秋号

読者のこえ 今号の感想は？：色々な所の情報が豊富でとても参考になります。特に旅行関係！（豊明市：60代女性）

地域 いいきき 市町村トピックス市町村トピックス
「市町村トピックス」では会員の方たちの活動を募集しています。自薦他薦は問いません。右記までご応募ください。 愛知県老人クラブ連合会  ☎052-212-5524　

　

西
野
町
は
、
小
京

都
西
尾 

市
の
文
化
財

の
1
割
が
あ
り
、
矢

作
川
の
清
流
に
恵
ま

れ
お
茶
産
業
が
栄

え
た
風
光
明
媚
な

所
。
茶
の
花
会
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
愛
好
会

は
、
平
成
25
年
会
員

70
名
ほ
ど
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
月
1

回
の
ペ
ー
ス
で
毎
回

20
〜
50
名
の
会
員
が

参
加
。
お
茶
畑
、
矢

作
川
沿
い
、
周
辺
の

社
寺
仏
閣
な
ど
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
さ

ん
の
説
明
を
聞
き
な

　

65
歳
以
上
の
高

齢
者
が
26
％
強
に

な
っ
た
下
萱
津
地

区
、
昼
間
の
地
区

在
住
者
は
高
齢
者
ば

か
り
。
あ
ま
市
防
災

リ
ー
ダ
ー
証
を
9
年

前
に
取
得
し
た
下
萱

津
第
一
寿
会
会
長
の

福
田
さ
ん
は
84
歳
、

地
震
や
災
害
が
発
生

し
た
時
、
リ
ー
ダ
ー

と
な
る
の
は
老
人
ク

ラ
ブ
と
い
い
ま
す
。

「
自
治
会
の
役
員
は

概
ね
1
年
交
代
、
防

災
は
継
続
的
に
や
る

が
ら
、
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
住
ん
で
い
て

も
意
外
に
知
ら
な
い

こ
と
は
多
く
、「
へ
ぇ

〜
こ
ん
な
歴
史
が

あ
っ
た
の
か
、
と
驚

き
発
見
す
る
こ
と
も

多
い
」
と
い
い
ま
す
。

平
成
29
年
に
は
、「
い

い
と
も
あ
い
ち
の
食

の
街
道
」
で
「
西
尾

こ
と
が
大
切
な
の
で

常
日
頃
か
ら
防
災
に

つ
い
て
知
識
を
持

ち
、
お
互
い
に
協
力

し
合
う
環
境
づ
く
り

を
目
指
し
て
、
例
会

や
会
報
配
布
で
啓
蒙

し
て
い
ま
す
」
福
田

さ
ん
は
、
台
風
や
水

害
に
つ
い
て
独
自
の

防
災
冊
子
を
作
成
。

下
萱
津
の
地
形
、
災

害
の
歴
史
を
学
び
、

防
災
意
識
を
持
つ
こ

と
、
避
難
方
法
ま
で

ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い

ま
す
。

の
抹
茶
街
道
」
が
認

定
さ
れ
、「
地
元
民

と
し
て
故
郷
に
誇
り

を
持
ち
、
嬉
し
さ
と

同
時
に
一
層
P
R
の

必
要
性
を
感
じ
た
」

と
い
う
会
長
の
山
田

重
雄
さ
ん
。「
茶
栽

培
の
記
録
が
残
る
、

西
尾
城
主
吉
良
氏
ゆ

か
り
の
古
刹
実
相

寺
、
紅
樹
院
、
茶
畑

を
一
望
す
る
稲
荷
山

…
毎
年
歩
い
て
き
た

身
近
な
コ
ー
ス
に
、

多
く
の
方
が
来
訪
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て

嬉
し
い
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
愛
好
会
と
し
て
微

力
で
す
が
町
お
こ
し

■
「
下
萱
津
老
人

ク
ラ
ブ
」
の
例
会
で

は
、4
人
の
会
長
が

得
意
分
野
を
活
か

し
て
講
演
。

　

下
萱
津
第
一
寿
会

は
、
平
成
23
年
に
19

名
会
員
を
増
強
し
、

ク
ラ
ブ
を
2
分
割
。

現
在
会
員
37
名
、会

長
・
会
計
・
組
長
2

名
の
ほ
ど
よ
い
規

模
の
組
織
。
配
布
物

は
敢
え
て
一
度
に

配
ら
ず
、
組
長
は
平

均
月
1.5
回
会
員
宅

を
訪
問
し
、
親
密
な

交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。
毎
月
の
例
会

や
会
報
、親
睦
旅
行
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
事

に
参
加
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
お

茶
・
吉
良
家
・
三
河

万
歳
発
祥
の
里
西
野

町
へ
、
み
な
さ
ん
も

ぜ
ひ
、
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
い
」

■
町
の
文
化
・
歴
史

を
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
る
活
動
。

　

こ
の
地
に
お
茶
が

ど
の
よ
う
に
伝
わ

り
、
栽
培
が
進
ん
だ

か
。
地
元
の
子
ど
も

た
ち
に
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
茶
の
花
会

で
は
、
紙
芝
居
「
紅

樹
院
の
足
立
順
道
」

を
制
作
。
西
野
町
保

育
園
で
公
演
し
園
児

と
交
流
、
紙
芝
居
を

な
ど
は
、
第
一
寿
会

か
ら
第
四
寿
会
ま

で
4
つ
の
ク
ラ
ブ

か
ら
成
る
下
萱
津

老
人
ク
ラ
ブ
合
同

で
行
っ
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
員
の
平
均

年
齢
は
78
歳
（
平
成

29
年
現
在
）、
福
田

会
長
は
、「
老
人
が

健
康
で
い
る
た
め

に
は
、
頭
を
使
う
。

食
に
気
を
つ
か
う
。

運
動
を
す
る
。
こ

の
3
つ
が
大
切
」
と

い
い
、
食
品
関
係
の

仕
事
を
し
て
い
た
経

験
を
活
か
し
、
食
と

健
康
を
テ
ー
マ
に
例

会
で
講
演
し
て
い
ま

す
。
腸
内
細
菌
講
座

進
呈
し
ま
し
た
。
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
に

も
わ
か
る
抹
茶
街
道

マ
ッ
プ
を
地
元
小
学

生
と
い
っ
し
ょ
に
制

作
、
イ
ラ
ス
ト
を
描

い
て
も
ら
い
ま
し

た
。「
自
分
た
ち
が

参
加
し
て
作
っ
た
も

の
を
見
て
、
地
元
の

こ
と
を
知
っ
て
も
ら

え
た
ら
何
よ
り
嬉
し

い
で
す
」

で
は
、
ヨ
ー
グ
ル
ト

や
納
豆
の
作
り
方
ま

で
講
義
。
4
人
の
会

長
は
、
元
教
師
や
あ

ま
市
文
化
部
に
在
籍

し
て
い
た
人
な
ど
多

彩
で
、
そ
れ
ぞ
れ
得

意
分
野
を
活
か
し
活

躍
。「
萱
津
の
大
藤
」

イ
ベ
ン
ト
時
に
は
、

地
元
の
人
に
も
観
光

の
人
に
も
萱
津
の
歴

史
が
楽
し
め
る
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
を
企
画

し
て
い
ま
す
。

「
西
尾
の
抹
茶
街
道
」で
町
お
こ
し

に
参
加
。

 

　 
西
尾
市
西
野
町
茶
の
花
会

4
つ
の
ク
ラ
ブ
で
協
力
し
、防
災
・

健
康
・
ま
ち
の
文
化
歴
史
を
啓
蒙
。

  
2
0
1
8「
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
」表
彰 

あ
ま
市
下
萱
津
　
下
萱
津
第
一
寿
会 抹茶街道マップ

ボランティアガイドさんと、抹茶街道ウオーキング。第一寿会会長福田清弘さん

　

玉
老
連
親
睦
旅

行
が
6
月
20
、21

日
の
両
日
、
52
名

の
参
加
者
を
集

め
、
バ
ス
一
台
で

出
発
し
ま
し
た
。

日
中
は
日
傘
が
欲

し
い
ほ
ど
の
真
夏

日
（
京
都
で
35
℃
）

に
も
関
わ
ら
ず
、

車
内
は
23
℃
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ

れ
、
片
道
380
キ
ロ

の
一
泊
旅
行
で
す
。

平
均
年
齢

76.1
歳
の

一
行
は
、
50
年
ぶ

り
に
訪
れ
る
人
、

仕
事
で
素
通
り
し

た
人
、
親
子
で
参

加
し
た
人
、
い
ろ

い
ろ
な
思
い
を
乗

せ
て
、
高
速
道
路

を
ほ
ど
よ
い
ア
ル

コ
ー
ル
補
給
と
ト

イ
レ
休
憩
を
繰
り

返
し
な
が
ら
、
車

内
は
青
春
ソ
ン
グ

の
真
っ
盛
り
。
懐

メ
ロ
、
昭
和
歌
謡

か
ら「
城
崎
恋
歌
」

ま
で
飛
び
出
し
、

気
分
は
最
高
潮
。

「
丹
後
ち
り
め
ん

歴
史
館
」
と
「
玄

武
洞
」、
国
の
天
然

記
念
物
に
指
定
さ

れ
、160
万
年
前
の

火
山
活
動
に
よ
っ

て
生
ま
れ
た
途
方

も
な
い
ロ
マ
ン
の

地
を
駆
け
足
で
散

策
し
、
宿
に
到
着

し
ま
し
た
。

　

円
山
川
に
注

ぐ
「
お
お
た
に
が

わ
」。
か
つ
て
多
く

の
文
豪（
与
謝
野

鉄
幹
、志
賀
直
哉
）

が
愛
し
た
と
い
う

こ
の
川
辺
に
立
て

ば
、「
手
拭
き
を
さ

げ
て
外
湯
に
行
く

朝
の　

旅
の
心
と

駒
下
駄
の
音
」
そ

ん
な
風
情
を
思
い

出
し
な
が
ら
、
水

辺
を
昇
る
や
わ
肌

の
風
に
、
柳
の
枝

が
釣
り
糸
の
よ
う

に
水
面
に
触
れ
る

た
び
、
錦
鯉
の
群

れ
が
二
重
三
重

に
波
紋
を
え
が

き
、
外
湯
め
ぐ
り

の
足
が
止
ま
り
ま

し
た
。

　

早
朝
の
湯
に
つ

か
り
、
久
し

ぶ
り
の
贅
沢

を
味
わ
い
、

二
日
目
の

観
光
。
ガ
イ

ド
さ
ん
の
案

内
で
周
辺

が
「
コ
ウ
ノ

ト
リ
」
の
保

護
区
に
な
っ

て
い
る
こ
と

か
ら
全
員
が
窓
の

外
、
山
肌
水
田
の

中
、
大
き
な
物
体

を
見
つ
け
る
や
い

な
や
「
コ
ウ
ノ
ト

リ
」
な
ら
ぬ
「
ト

ン
ビ
」
の
つ
が
い
、

残
念
な
こ
と
に
見

る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

最
終
の
見
学

は
「
出
石
城
址
」

散
策
を
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
の
案
内

人
付
き
で
小
京

都
を
散
策
、
古
い

街
並
み
を
軒
下
の

日
陰
を
探
し
な
が

ら
の
40
分
の
コ
ー

ス
、
強
い
日
差
し

の
中
、
疲
れ
も
限

界
を
感
じ
る
二
日

目
。
車
内
で
の
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
漫

談
綾
乃
小
路
き
み

ま
ろ
の
D
V
D
に

い
つ
し
か
？？
爆
睡

の
帰
路
で
し
た
。

有効
期限 2020年 2月29日まで



答え　目・旦

（4）令和元年（2019年）  秋号

読者のこえ 今号の感想は？：友達の川柳をみつけました。大変うれしかったです。（蒲郡市：80代女性）

脳トレパズルの答え

県
老
連
女
性
部
会
長　
　

後
藤　

紀
代
子

稲
沢
市
老
連

女
性
部
の
活
躍

名
誉
教
授　

医
学
博

士　

三
浦
望
慶
氏
に

よ
る
「
人
生
100
年
時

代
に
お
け
る
健
康
運

動
―
健
康
寿
命
は
健

脚
寿
命
か
ら
―
」
と

題
し
た
講
演
が
あ
り

ま
し
た
。「
今
、
ど

の
よ
う
な
体
力
維
持

の
運
動
を
す
れ
ば
生

涯
歩
け
る
か
」
の
基

礎
知
識
と
実
践
方
法

な
ど
を
わ
か
り
や
す

く
お
話
し
を
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

8
月
30
日（
金
）、

名
古
屋
市
公
会
堂
に

お
い
て
、
第
54
回
愛

知
県
老
人
福
祉
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
１
部
で
は
、
愛
知

県
知
事
感
謝
状
、
愛

知
県
老
連
会
長
表

彰
・
感
謝
状
の
顕
彰

が
あ
り
、
続
く
協
議

で
は
「
大
会
決
議
」

「
大
会
宣
言
」「
交
通

事
故
防
止
に
つ
い
て

の
申
し
合
わ
せ
」
の

各
案
が
、
満
場
一
致

で
採
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
ヘ

ル
ス
＆
ア
ク
テ
ィ
ブ

　

エ
イ
ジ
ン
グ
研
究

所　

上
越
教
育
大
学

愛
知
県
老
人
福
祉
大
会

第
54 
回

全国老人クラブ連合会会長表彰 100万人会員増強運動　優良クラブ賞

秋のスポーツ大会　結果報告

いきいきクラブニュース

実 施 日
実 施 場 所
参 加 人 数

実 施 日
実 施 場 所
参 加 人 数

実 施 日
実 施 場 所
参 加 人 数

令和元年10月5日（土）
あいち健康の森公園　大芝生広場
837名（選手：647名　一般参加者：190名）

令和元年10月5日（土）
あいち健康の森公園　競技場
40チーム　240名

上位入賞チーム（1、2位）は2020年10月～ 11月、岐阜県で開催される「第33回全国健康福祉祭
ぎふ大会（ねんりんピック岐阜2020）」の出場候補です。

11月26日（火）・27日（水）に開催される第48回全国老人クラブ大会（埼玉県さいたま市）の式典に
て表彰されます。

100万人会員増強運動で５か年連続会員増加した団体に
送られる賞になります

9月26日（木）に令和元年度の伝達式を行いました。優れた活動に取り組むクラブ・老連に対して全
老連会長から送られる賞で、本県からは４団体が受賞されました。

優　勝

優　勝

優　勝 優　勝 優　勝

優　勝 優　勝 優　勝

準優勝

準優勝

準優勝 準優勝 準優勝

準優勝 準優勝 準優勝

★クロリティー

●老人クラブ育成功労者
　柿沼　 晉（稲沢市）
●優良老人クラブ
　清須市一場寿会
●優良郡市区町村老人クラブ連合会
　豊明市老人クラブ連合会
　知多市老人クラブ連合会

●岡崎市
大兎会・さくら寿楽会・丸山成実会・みどり西クラブ・
滝新寿会・大和クラブ・在家明生クラブ

●春日井市
　いきいき四ツ谷共楽会・不二ガ丘長寿会・うえのクラブ

内海倖クラブ（南知多町）・森岡老人クラブ寿会（東浦町）

川田伯楽クラブ（豊田市）

東小島シルバークラブ（一宮市）

★団体の部

★ボッチャ

★個人の部（男性）

★ラダーゲッター

★個人の部（女性）

★ウォークラリー

第３位

第３位

第３位 第３位 第３位

第３位 第３位 第３位

第４位
祐福寺チーム（東郷町）

犬山市

西尾市

西尾市

桜木　邦雄（清須市）

豊川市

請川　久美子（高浜市）

新城市A・瀬戸市B
瀬戸市

瀬戸市

春日井市

太田　春男（豊橋市）

新城市

野畑　里子（知立市）

岡崎市B・碧南市A

竜寿会チーム（岡崎市）

碧南市

高浜市

豊田市

仙石　輝治（犬山市）

高浜市

豊田　美代子（西尾市）

阿久比町A・豊山町A

野田市場チーム（田原市）

全国老人クラブ連合会会長表彰が決まりました

全老連「活動賞」及び「100 万人会員増強運動特別賞」伝達式響チーム（蒲郡市）

第３８回　愛知県老人クラブゲートボール大会

第４7回　愛知県老人スポーツ大会

第１5回　愛知県老人クラブグラウンド・ゴルフ大会

令和元年9月11日（水）
西尾市坂田球場（坂田グラウンド）
県下市町村老人クラブ代表チーム　25チーム　（168名）
市町村老人クラブ関係者、ゲートボール連盟関係者等　（100名）

活動賞  ボランティア活動

活動賞  その他の活動（仲間づくり活動）

100万人会員増強運動特別賞

　

私
が
所
属
す
る
稲
沢
市
の
女
性

部
は
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
に
携

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
特
に
10
月
に

行
わ
れ
る
福
祉
バ
ザ
ー
は
女
性
部

の
最
も
大
き
な
行
事
で
す
。
会
員

の
皆
様
に
お
声
か
け
を
し
、
寄
付

物
品
を
集
め
、
女
性
委
員
・
地
区

会
長
・
福
祉
委
員
で
仕
分
け
、
値

付
け
、
販
売
と
３
日
が
か
り
の
お

手
伝
い
と
な
り
ま
す
。
売
上
金
は

年
末
に
行
わ
れ
る
友
愛
訪
問
（
昨

年
は
89
歳
以
上
・
1
0
4
6
名
）

の
皆
様
の
手
土
産
代
の
一
部
に
な

り
ま
す
。
12
月
の
友
愛
訪
問
の
際
、

単
位
ク
ラ
ブ
会
長
と
女
性
委
員
で

お
宅
を
訪
問
し
、
品
を
お
渡
し
し

て
い
ま
す
。
毎
年
と
て
も
楽
し
み

に
待
っ
て
い
て
下
さ
る
方
も
多
く
、

お
元
気
な
お
顔
と
喜
び
の
声
で
、

頑
張
っ
た
３
日
間
が
と
て
も
楽
し

い
思
い
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

年
々
寄
付
物
品
も
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
で
き
る
限
り
続
け
て

い
け
た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。稲沢市老連の

マスコットキャラクター
「ねんりん」

日 ？大天 − ＋ ＝

日 本 一 後 生 大 事
和 大 福 地 名 　
対 決 均 神 楽

書 心 機 一 転 天
初 雪 能 写 真 家
月 下 美 人 実

水 風 呂 一 期 一 会
花 等 倍 路 頭

C B

A

右の表の赤文字が答えになります。
145 号にはもう 1 つ「漢字足し算・
引き算」という問題がありました。
わかりましたでしょうか。

145号

今号は「脳トレパズル」をお休
みさせていただきます。



（5） 令和元年（2019年）  秋号

読者のこえ いきいきインタビュー：カラオケで三輪弘美さんの腹式呼吸大変参考になりました。（安城市：60代男性）

こ
れ
が
健
康
の
秘
け
つ
！

皆
さ
ん
の
健
康
法
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
わ
た
し
の

法
康
健

私
の
健
康
法 

　
　

幸
田
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　

会
長　

鈴
木  

三
津
男（
76
歳
）

　

私
の
健
康
法
は
、晴
耕
雨
読
で
す
。

　

天
気
の
良
い
日
は
、朝
８
時
に
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
ど
ち

ら
か
の
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
担
い
で
家
を
出

て
、地
元
地
域
住
民
と
の
ゲ
ー
ム
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　

雨
が
降
れ
ば
自
宅
で
水
墨
画
の
練
習
を

嗜
ん
で
い
ま
す
。水
墨
画
は
習
い
始
め
て

７
年
目
で
す
。10
年
を
目
途
に
頑
張
っ
て

い
ま
す
。最
近
で
は
、花
壇
を
畑
に
改
良
し

て
家
庭
菜
園
に
目
覚
め
て
い
ま
す
。キ
ュ

ウ
リ
、ト
マ
ト
、ピ
ー
マ
ン
、じ
ゃ
が
い
も
、

玉
ね
ぎ
等
を
作
っ
て
い
ま
す
。い
ず
れ
も

成
果
が
良
く
て

女
房
に
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。

　

楽
し
く
日
々

を
暮
ら
す
こ
と

が
私
の
健
康
目

標
で
す
。

健
康
で
あ
る
た
め
に

　
　

北
名
古
屋
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　

理
事　

村
瀬  

春
雄（
74
歳
）

　

私
が
心
が

け
て
い
る
こ

と
は
、快
食
・

快
便
、快
眠
、

軽
い
運
動
・

快
い
会
話

（
一
日
一
笑
）そ
し
て
趣
味
を
楽
し
む
こ
と

で
す
。食
事
は
材
料
の
バ
ラ
ン
ス
に
気
を
付

け
、い
わ
ゆ
る『
ま
ご
わ
や
さ
し
い
』○ま
は

豆
、○ご
は
ご
ま
、○わ
は
ワ
カ
メ
や
昆
布
、○や

は
野
菜
、○さ
は
魚
、○し
は
椎
茸
や
き
の
こ
、

○い
は
芋
類
。そ
し
て
肉
と
卵
。

　

軽
い
運
動
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
と

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。筋
力

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
２
ℓ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
水
を
入
れ
て
上
下
に
持
ち
上
げ
て
運
動

を
し
ま
す
。趣
味
は
、カ
ラ
オ
ケ
と
小
魚

の
観
賞
、心
が
和
み
ま
す
。『
よ
く
整
え

ら
れ
し　

己
こ
そ　
ま
こ
と　
得
難
き　

よ
る
べ
な
り
』そ
う
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

私
の
健
康
法
に
つ
い
て

　
　

あ
ま
市
美
和
地
区
寿
会
連
合
会

　
　

会
長　

野
村  

忠
義（
81
歳
）

　

私
の
健
康
法
は
、会
員
と
週
５
日
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
一
緒
に
汗
を

流
す
こ
と
や
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
活
動
、昭

和
56
年
か
ら
続
く
ゴ
ミ
０
運
動
等
の
奉
仕

活
動
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
で
す
。

　

ま
た
、50
年
前
よ
り
過
度
な
体
重
増
減

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、家
内
が
栄
養
管
理

を
し
っ
か
り
行
っ
て
く
れ
た
こ
と
で
、大

き
な
病
気
に
も
な
ら
ず
、現
在
ま
で
健
康

に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、地
区
会
長
と
し
て「
率
先
垂
範
」を

モ
ッ
ト
ー
に
活
動
の
先
頭
に
立
っ
て
、老
人

ク
ラ
ブ
の
更
な
る
飛

躍
に
向
け
て
力
を
注

い
で
い
ま
す
。毎
日

を
大
切
に
過
ご
し
、

悔
い
の
な
い
人
生
を

送
れ
て
い
る
こ
と
に

感
謝
を
忘
れ
ず
過
ご

し
た
い
で
す
。

私
の
健
康
法 

　
　

美
浜
町
矢
梨
浜
豊
寿
会

　
　

会
長　

中
野  

俊
夫（
71
歳
）

　

年
を
と
っ
て
も
元
気
に
動
け
る
よ
う

に
と
、50
代
よ
り
１
日
１
万
歩
を
目
標
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
心
掛
け
て
き
ま
し
た

が
、70
代
に
な
り
、足
腰
の
衰
え
を
感
じ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
で
は
い
け
な

い
と
調
べ
た
結
果
、歩
く
だ
け
で
は
老
化

に
伴
う
筋
肉
の
減
少
は
制
御
で
き
な
い
の

で
筋
ト
レ
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

元
気
に
歩
く
た
め
に
、特
に
必
要
な
の

が
大
腰
筋（
背
骨
と
太
も
も
を
繋
ぐ
筋
肉
）

に
な
り
ま
す
。大
腰
筋
の
筋
ト
レ
で
、ス
ク

ワ
ッ
ト
、椅
子
に
座
っ
て
の
膝
伸
ば
し
、も

も
上
げ
を
朝
晩
行
う
よ
う
に
し
ま
し
た
。

１
カ
月
程
で
足
を
あ
げ
る
の
も
楽
に
な
っ

た
気
が
し
ま
す
。健
康
寿
命
が
１
歳
で
も
の

び
る
よ
う

に
今
後
も

努
力
を
続

け
た
い
と

思
い
ま
す
。

健康企画

1

老
年
内
科 

か
ら 

こ
ん
に
ち
は

老
年
内
科 

か
ら 

こ
ん
に
ち
は

　
皆
さ
ん
、初
め
ま
し

て
。今
回
よ
り
本
欄
を

担
当
さ
せ
て
頂
く
大

西
と
申
し
ま
す
。安
城

市
で
青
春
の
研
修
医

時
代
を
過
ご
し
、名
大

の
ほ
か
、現
在
は
碧
南

市
や
蟹
江
町
で
診
療

を
行
っ
て
い
ま
す
。私

は
三
重
県
南
部
の
田

舎
出
身
で
、も
と
も
と

地
域
医
療
に
関
心
が

高
く
、過
去
、新
城
市

の
旧
作
手
村
や
西
尾

市
の
佐
久
島
な
ど
で

住
民
調
査
を
行
わ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

女
医
だ
っ
た
祖
母
は

美
浜
町
出
身
、知
多
に

親
戚
が
あ
り
ま
す
。今

般
、寿
命
は
延
び
、元

気
な
ご
高
齢
の
方
が

多
く
な
っ
た
も
の
の
、

ど
こ
で
も
少
子
高
齢

化
が
進
み
、地
域
ぐ
る

み
の
健
康
づ
く
り
や

支
え
合
い
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。本
欄
で

は
診
療
現
場
や
老
年

医
学
の
話
題
の
ほ
か
、

県
内
の
地
域
活
動
な

ど
も
適
宜
、扱
い
ま
す
。  

　
厚
労
省
の
今
年
の

発
表
に
よ
れ
ば
、男
性

の
平
均
寿
命
は

81.3
歳
、

女
性
は

87.3
歳
で
、日
本

は
世
界
一
の
長
寿
国

で
す
。よ
く「
平
均
寿

命
を
越
え
た
か
ら
い

つ
逝
っ
て
も
お
か
し

く
な
い
」と
お
っ
し
ゃ

る
方
が
あ
り
ま
す
が
、

平
均
寿
命
と
は
0
歳

児
が
あ
と
何
年
生
き

る
か
と
い
う
数
字
で

あ
り
、80
歳
の
男
性
な

ら
約
9
年
、女
性
な
ら

12
年
の
平
均
余
命
が

あ
り
ま
す
。同
学
年
の

方
と
見
比
べ
て
み
て
、

ま
だ
あ
な
た
が
他
よ

り
元
気
で
あ
れ
ば
、平

均
よ
り
長
生
き
す
る

と
見
込
む
べ
き
。

  

　
命
の
長
さ
は
神
様

が
決
め
る
こ
と
。医
者

で
も
及
ば
な
い
こ
と

が
多
く
あ
る
。で
も
、

残
り
の
人
生
を
ど
う

生
き
る
か
、学
者
風
に

言
え
ば
、
元
気
で
あ

る
確
率
を
ど
の
く
ら

い
上
げ
ら
れ
る
か
は
、

個
々
の
努
力
や
環
境

が
大
き
く
関
与
す
る
。

本
欄
を
読
ん
で
い
た

だ
け
る
方
は
、元
気
確

率
が
各
回
ず
つ
向
上

し
、数
年
後
、読
ん
で

い
な
い
方
よ
り
何
倍

も
元
気
に
な
る
・
・
・

よ
う
に
努
め
ま
す
。

　
　
　
　
◆

　こ
れ
か
ら
寒
さ
本
番
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
は
も
う
、う
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
か
。

入
浴
前
後
な
ど
、急
な

寒
暖
差
に
も
ご
注
意

く
だ
さ
い
。ま
た
お
会

い
し
ま
し
ょ
う
。

健
や
か
で

　 

豊
か
な
暮
ら
し
を

平成9年名古屋大卒、老年病
専門医、認知症専門医、医学博
士。厚生連安城更生病院で研
修後、名古屋大老年内科勤務、
東京大、奈良医科大、三重大な
どで講師、准教授を歴任し、平
成28年から現職。研究テーマ
は高齢者の臨床判断、地域医
療、医療介護システム等。

大西 丈二 先生

平
均
寿
命
と
余
命

元
気
確
率
を

向
上
さ
せ
よ
う



次回の締切

（6）令和元年（2019年）  秋号

読者のこえ いきいきインタビュー：「いきいきインタビューの息いきは長生き」がとても良かった！（一宮市：60代女性）

田中宏明（たなか・ひろあき）
昭和14（1939）年、愛知県名古
屋市生まれ。新俳句人連盟幹
事、愛知支部事務局長。県下、各
句会講師。愛知県岩倉市在住。
一部の作品に、添削が入っています。

八
月
の  

六
日
ひ
ぐ
ら
し  

鳴
き
止
ま
ず

春
日
井
市
　
加
納
　
金
子

【
寸
評
】　
日
本
は
唯
一
の
被
爆
体
験
国
家
。万
民
の
心
に
沁
み
た

悲
惨
さ
は
今
も
尚
語
り
継
が
れ
て
い
る
。今
年
も
広
島
・
長
崎
で
原

爆
忌
が
営
ま
れ
、核
及
び
核
兵
器
禁
止
の
国
際
的
原
動
力
と
な
っ

て
い
る
。

極
楽
の  

寺
に
構
へ
し  

蟻
地
獄

岡
崎
市
　
富
田
　
征
也

【
寸
評
】　
実
に
巧
み
な
句
。こ
の
句
の
主
人
公
は
極
楽
寺
に
隠
れ

た
蟻
と
地
獄
に
構
え
た
ウ
ス
バ
カ
ゲ
ロ
ウ
の
幼
虫
で
、読
者
の
イ

メ
ー
ジ
通
り
、地
獄
に
落
ち
た
蟻
の
命
に
よ
っ
て
ウ
ス
バ
カ
ゲ
ロ

ウ
は
天
空
に
舞
う
。

鯖
を
焼
く  

狼
煙
代
わ
り
の  

賤
ケ
岳

岩
倉
市
　
浅
野
　
考
司

【
寸
評
】　
織
豊
時
代
の
古
史
を
踏
ま
え
た
句
。秀
吉
が
正
に
自

分
の
天
下
を
切
り
開
い
た
戦
斗
で
香
ば
し
い
匂
い
が
立
ち
込
ん

だ
ら
と
い
う
茶
番
は
思
う
だ
に
楽
し
く
お
面
白
い
。

　

稲
沢
市
　
牛
田
　
照
代

岡
崎
市
　
阿
部
　
啓
子

安
城
市
　
野
村
　
春
夫

碧
南
市
　
星
野
　
　
収

碧
南
市
　
鈴
木
か
ち
子

刈
谷
市
　
宮
田
喜
代
二

稲
沢
市
　
田
中
　
佳
子

豊
田
市
　
豊
田
　
守
男

刈
谷
市
　
青
木
　
啓
三

豊
橋
市
　
平
山
　
憲
子

西
尾
市
　
榊
原
　
利
夫

知
立
市
　
清
水
　
　
亨

豊
橋
市
　
久
米
　
哲
代

一
宮
市
　
長
村
　
宣
道

瀬
戸
市
　
佐
藤
　
詩
子　

半
田
市
　
桃
井
　
純
夫

安
城
市
　
原
田
　
文
人

西
尾
市
　
明
　
　
道
之

岡
崎
市
　
糟
谷
　
す
み

西
尾
市
　
佐
藤
　
哲
也

岡
崎
市
　
今
井
　
多
未

碧
南
市
　
鈴
木
か
ち
子

豊
橋
市
　
彦
坂
く
み
子

春
日
井
市
　
加
納
　
金
子

豊
田
市
　
山
口
　
純
子

江
南
市
　
伊
藤
冨
美
子

知
立
市
　
清
水
　
　
亨

日
進
市
　
松
山
　
　
眞

豊
橋
市
　
彦
坂
　
昌
代

東
浦
町
　
磯
村
　
實
也

す
り
へ
っ
た 

踏
絵
に
や
わ
き 

五
月
風

お
し
ゃ
べ
り
も 

老
い
の
活
性 

夕
端
居

黒
雲
の 

怺
へ
ず
落
と
す 

未
の
梅
雨

台
風
へ 

木
の
葉
見
事
な 

落
葉
展

絡
繰
の 

殿
は
残
暑
の 

な
か
に
舞
ふ

車
座
に 

畳
の
匂
ふ 

冷
し
瓜

日
の
盛
り 

医
療
費
フ
ァ
イ
ル 

厚
み
増
す

老
友
と 

風
を
ほ
め
合
う 

残
暑
か
な

秋
の
声 
ひ
と
呑
み
に
し
て 

鯉
の
口

ふ
る
さ
と
も 
昭
和
も
遠
く 

花
火
果
つ

緑
蔭
や 

老
の
時
間
の 

捨
て
所

槍
ヶ
岳 

明
星
の
こ
し 
風
は
秋

免
許
証 

返
上
談
議 
秋
隣

此
の
村
に 

庄
屋
一
軒 

百
日
紅

初
盆
か 

山
ふ
と
こ
ろ
に 

傘
の
影

風
鈴
が 

ち
り
り
と
鳴
り
て 

星
ひ
と
つ

ひ
ぐ
ら
し
や 

最
終
を
待
つ 

秘
境
駅

生
き
ぬ
い
て 

風
光
る
時 

令
和
な
る

風
の
描
く 

空
の
カ
ン
バ
ス 

夏
の
雲

恋
遂
て 

死
火
を
闇
に 

消
す
蛍

 

特
　
選

 

入
　
選

川
柳
道
場「
次
回
の
お
題
」は
「
郵
便
ポ
ス
ト
」「
夢
中
」
で
す
　

第54 回

田
中
宏
明
さ
ん
の

俳
句
道
場

当
季
雑
詠

新
海
照
弘
さ
ん
　の

川
柳
　 

場
道

開く

ヘ
ル
メ
ッ
ト  　

 　
　
　

　
　
　

災
害
地
で
の      　

 

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　    

一
宮
市
　
森
　
　
浩
通

【
寸
評
】　
台
風
被
害
で
千
葉
県
が
苦
し
め
ら
れ
て
い
る
。ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
が
集
ま
っ
て
い
る
の
に
不
馴
れ
も
あ
り
当
分
の
現
状
。

「
帽
子
」と
い
う
課
題
吟
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
詠
っ
た
作
、よ
ろ
し

い
。私
の
旧
作
に
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

招
き
河
原
の 

い
も
煮
会 

」

（
照
弘
）。

◆ 

入
選

あ
れ
は
恋　

麦
わ
ら
帽
の　

置
き
み
や
げ

高
浜
市
　
都
築
　
典
子

炎
天
下　

帽
子
美
人
に　

な
り
ま
し
ょ
う

一
宮
市
　
入
山
美
智
子

ベ
レ
ー
帽　

似
合
う
男
で　

秋
が
好
き

 

小
牧
市
　
柳
生
　
　
武

思
い
出
の　

帽
子
が
風
に　

飛
ん
で
ゆ
く

豊
明
市
　
髙
木
　
繁
伎

暑
さ
に
耐
え　

プ
ー
ル
監
視
の　

夏
帽
子

津
島
市
　
澤
田
　
玉
子

◆ 

佳
作

学
生
帽 

戦
闘
帽
が 

今
日
の
幸

炎
天
下 

帽
子
信
じ
て 

歩
く
道

ど
こ
行
っ
た 

若
さ
し
み
こ
む 

野
球
帽

断
捨
離
が 

で
き
ず
手
編
み
の 

日
焼
け
帽

帽
子
か
ら 

何
が
飛
び
出
す
の
か 

手
品

の
ん
び
り
の 

旅
に
酔
っ
て
る 

夏
帽
子

夏
帽
子 

顔
を
か
く
し
て 

シ
ミ
予
防

ゴ
ミ
出
し
へ 

か
ぶ
る
帽
子
は 

必
需
品

か
あ
さ
ん
が 

忘
れ
て
逝
っ
た 

夏
帽
子

ベ
レ
ー
帽 

か
ぶ
れ
ば
み
ん
な 

老
紳
士

元
気
よ
く 

黄
色
帽
子 

登
下
校

登
下
校 

緑
の
帽
子
が 

パ
ト
ロ
ー
ル

父
さ
ん
の 

麦
藁
帽
子 

汗
の
跡

ま
だ
い
け
る 

帽
子
か
ぶ
れ
ば 

男
前

帽
子
映
え 

輝
く
顔
が 

若
く
見
え

エ
レ
ベ
ー
タ
ー    　
　

　

開
く
と
そ
こ
は  　
　

        
 　

　
　

マ
ッ
チ
箱　    

　
　
　
　
　
春
日
井
市
　
辻
井
　
文
子

【
寸
評
】　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
開
く
、満
員
。乗
っ
て
い
る
人
人

の
頭
を「
マ
ッ
チ
箱
」と
見
た
こ
れ
が
、川
柳
の
ユ
ー
モ
ア
の

味
。み
ご
と
で
あ
る
。満
員
の
時
、「
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の 

苦
情

わ
た
し
の 

こ
と
で
す
か
」（
照
弘
）ブ
ー
と
の
音
。私
の
旧
作
。

◆ 

入
選

古
漬
け
を　

開
く
と
母
の　

声
が
す
る

岡
崎
市
　
松
岡
　
弘
子

胸
襟
を　

開
く
悪
友　

居
て
元
気小牧

市
　
渕
上
ひ
ろ
き

玉
手
箱　

開
け
る
太
郎
は　

高
齢
者

岡
崎
市
　
犬
塚
　
イ
サ

宝
箱　

開
け
れ
ば
ご
み
が　

ざ
っ
く
ざ
く

豊
橋
市
　
原
　
　
芳
夫

離
乳
食　

あ
ー
ん
と
マ
マ
が　

口
開
け
る

幸
田
町
　
森
　
　
文
代

◆ 

佳
作

つ
な
が
っ
て 

開
く
道
に
は 

夢
が
あ
り

苦
も
楽
も 

忘
れ
て
夢
は 

夜
開
く

待
ち
き
れ
ず 

そ
の
場
で
開
く 

プ
レ
ゼ
ン
ト

男
性
が 

開
く
に
勇
気 

い
る
日
傘

久
し
ぶ
り 

辞
書
を
開
い
て 

脳
刺
激

微
笑
ん
で 

心
の
扉 

開
け
ゴ
マ

暇
あ
れ
ば 

ス
マ
ホ
開
く
が 

癖
と
な
り

向
き
会
え
ば 

心
開
い
て 

子
は
語
る

笑
お
う
よ 

心
開
く
と 

笑
う
鬼

口
開
け
て 

親
待
ち
わ
び
る 

つ
ば
め
の
巣

開
宴
が 
待
ち
遠
し
く
て 

の
ど
が
鳴
る

胸
襟
を 

開
け
て
語
れ
る 

友
が
で
き

ダ
イ
エ
ッ
ト 

成
功
し
て
待
つ 

海
開
き

開
け
る
の
に 

ド
キ
ド
キ
だ
っ
た 

ラ
ブ
レ
タ
ー

モ
ー
ニ
ン
グ 

コ
ー
ヒ
ー
通
の 
年
寄
り
で

                            
第43 回

碧
南
市
　
松
原
　
愛
子

豊
田
市
　
山
口
　
純
子

岡
崎
市
　
鈴
木
　
寛
治

豊
田
市
　
吉
田
　
鏡
子 

岡
崎
市
　
柴
田
　
清
美

安
城
市
　
野
村
　
春
夫

愛
西
市
　
梶
浦
　
和
子

あ
ま
市
　
水
野
　
民
子

安
城
市
　
神
田
　
正
江

豊
田
市
　
甲
村
サ
カ
エ

安
城
市
　
稲
垣
カ
ノ
ヱ

刈
谷
市
　
青
木
　
啓
三

豊
田
市
　
臼
田
　
　
明

み
よ
し
市
　
久
野
　
安
針

春
日
井
市
　
岡
部
　
睦
夫

西
尾
市
　
杉
山
　
初
男

豊
橋
市
　
廣
中
　
雅
子

春
日
井
市
　
岩
田
　
佑
子

瀬
戸
市
　
山
下
　
雅
子

碧
南
市
　
星
野
　
　
収

新海照弘（しんかい・てるひろ）
昭和6（1931）年、愛知県知多
市生まれ、20代のころから川
柳づくりに励む。
現在、番傘川柳本社同人、名
古屋番傘川柳会同人、名古
屋市民文芸祭選者、愛知川
柳作家協会相談役、岐阜県
各務原市在住。
一部の作品に、添削が入っています。

帽子

〒461-0011
名古屋市東区白壁1-50
愛知県社会福祉会館内

（公財）愛知県老人クラブ連合会
「いきいきライフ川柳・俳句」係

2020年1月8日（水）必着
川柳 俳句
それぞれの
お題につき、
１人1枚、
1句まで。

１人1枚、5句
まで。

川柳と俳句の応募は別々の
ハガキでご応募ください。

２０１9年10月1日より、ハガキ料金が６3円に
値上げされましたので、ご投函の際はご注意
下さい。

川柳・俳句の

応 募 方 法
※ハガキは返却いたしません。



読者プレゼント
応募方法

応募締切 

〒450-0002
 名古屋市中村区名駅4-23-13
名古屋大同生命ビル4F

（株）新広社
  いきいきライフ係

皆様のご応募を
お待ちしています！

 2020年

1月8日（水）必着

※当選者の発表は賞品の発送をもって代え
させて頂きますので、ご了承ください。

当社が本プレゼントを通じて得る個人
情報は、お客様のご了承をいただかない
限り、第三者に開示することは一切ありま
せん。ただし、プレゼント提供企業様に、
発送に必要な情報(当選者情報)を開示
する場合があります。

ハ ガ キ（63 円 ）に ① 〜 ⑦ を
明記し、下記宛先までお送り
ください。
①希望プレゼント
②〒・住所  ③氏名  ④年齢  
⑤電話番号  ⑥今号の感想
⑦旅行に行くなら ？
　Ａ：大勢派　Ｂ：少数派

（7） 令和元年（2019年）  秋号

読者のこえ 特集1面：白馬の絶景テラスで北アルプスをのんびり眺めたい。一生に一度は行きたい！（西尾市：90代女性）

【おすすめ映画】死刑執行が失敗し生き
ながらえた秀丸（笑福亭鶴瓶）。幻聴
に悩まされるチュウさん（綾野 剛）。
ＤＶが原因で入院する由紀（小松菜
奈）。各世代を代表するキャストに
よる愛しき人間味溢れるアンサンブ
ル。生きづらさを抱える人々に贈る「優しさ」が現代に
一石を投じる珠玉の人間ドラマ。ぜひお近くのコロナ
ワールドでご覧ください。
 ● 店舗情報
 中川コロナ  シネマワールド TEL 052-303-8511
 小牧コロナ  シネマワールド TEL 0568-72-8145
 安城コロナ  シネマワールド TEL 0566-74-8511
 大垣コロナ  シネマワールド TEL 0584-75-5760
 豊川コロナ  シネマワールド TEL 0533-85-6577

アクアイグニス
は「癒し」と「食」
をテーマにした
複 合 温 泉 リ ゾ
ート施設。源泉
100％かけ流し
の温泉と、宿泊
施 設 を 備 え る
ほか、辻口博啓のスイーツや石窯パン、奥田
政行のイタリアン、笠原将弘の和食が楽しめ
ます。
 ● アクアイグニス
 〒510-1233 三重県三重郡菰野町菰野4800-1
 TEL 059-394-7733　https://aquaignis.jp/

A
10組

20名様

D
5名様

G
5名様

J
5名様

B
10名様

E
3名様

H
5組

10名様

アクアイグニス
ペア入浴券

こだわりの辛子明太子400ｇ
1,835円（税込）相当

アルタンノロエース
アルタンNAハンドソープ ２本セット

樹木 希林さん 　　　　　
『老いの重荷は神の賜物』

わさびこんぶふりかけ

コロナシネマワールド
映画鑑賞券

「フランスに生きた日本人画家
木村忠太の世界」展

浜乙女「うめこんぶふりかけ」に
続くシリーズ第２弾。食べやす
く、歯に挟まりにくいように、鰹
は薄削りにし、口あたりの良い
とろろ昆布を使用してつくりま
した。国産の「わさび葉」、北海道
産の「とろろ昆布」、枕崎産の「鰹
削り節」と産地にもこだわって
います。ツーンとしたわさびの辛みが食欲をそ
そり、ごはんとの相性が抜群。おにぎり、おかゆ、
お茶漬けなど、幅広くお楽しみいただけます。
 ● 株式会社浜乙女
 〒450-0002 愛知県名古屋市中村区名駅四丁目16番26号
 フリーダイヤル 0120-147-178（㈱浜乙女 お客様相談室）

老舗「かねふく」の辛子
明太子は、プチプチの食
感を引き立てる製法で
じっくり二度漬けして、
うま味たっぷり！お得
な切子に熟成タレ入で
プレゼント！ごはんや
お酒のおともにピッタリです。

 ● かねふく
　  めんたいパークとこなめ
 〒479-0882 愛知県常滑市りんくう町1-25-4
 TEL 0569-35-9900
 営業時間/平日…9:30～ 17:30 土日祝…9:00～ 18:00
めんたいパーク 検 索

昨年9月の訃報から
1年。今なお愛され続
ける個性派女優の本
音トークをまるごと
収録。「全身がんに冒
されて」「老いとのつ
きあい方」「女優とし
て」「衣食住」etc…。
希林流があふれる洒
脱な人生読本。生きる
ヒント満載!

 ● 集英社読者係 
 TEL 03-3230-7755

36歳の時にフランスに渡り、
光の中でうつろうフランスの
情景を美しい色彩で描き続
けた木村忠太（1917-1987）。
未公開作品を含む58点の油
彩画・デッサン・版画・陶芸
作品で、木村忠太の創作世界をご紹介します。

● ヤマザキマザック美術館〔地下鉄「新栄町」駅直結〕
 〒461-0004 名古屋市東区葵1-19-30 TEL 052-937-3737
  会期/2019年11月15日（金）～ 2020年3月8日（日）
  開館/平日10:00～17:30、土日祝10:00 ～ 17:00
 　　　※入場は閉館30分前まで
  休館/ 月曜日（月曜日が祝祭日の場合は、翌平日）、年末 
　　　年始（12 月 28 日～ 1 月 3 日）
  観覧料 / 一般 1,200 円、小中高生 500 円、小学生未満無料

 

愛知・ 岐阜に5店舗
を展開しているスー
パー銭湯コロナの湯。
解放感あふれる露天
岩風呂や炭酸風呂・
流水浴など、多彩なお
風呂が自慢です。映画・カラオケ・ボウリング
なども隣接しているので、一日中楽しめます。
■コロナの湯 招待券  利用可能店舗
　  愛知県：半田店・豊川店・中川店・安城店
　  岐阜県：大垣店

 ● 株式会社コロナワールド
 〒485-0048 愛知県小牧市間々本町200番地
 TEL 0568-74-1706

《デュルシュ通り》1967年　油彩・
キャンヴァス　個人蔵　© ADAGP, 
Paris & JASPAR, Tokyo, 2019

黒大豆を使用
したサラダ味
のおかきと半
月をイメージ
した形の本格
お か き の 醤
油味・サラダ
味 の３種 詰め
合わせ。

 ● 菓匠たばね庵
 〒515-0217 三重県松阪市早馬瀬町72
 TEL 0598-28-2653

（C）2019「閉鎖病棟」製作
委員会

11月1日（金）全国公開

C
10名様

F
10組

20名様

花と月　（小缶〈24枚入り〉）

コロナの湯入泉 ご招待券

広島大学とアルタンの共同
研究で発見された柿渋の
効果を応用した、除菌用ア
ルコールと手洗い石けん
です。アルタンの柿渋パワ
ー製剤を様々なウイルス
対策にお役立てください。
■ アルタンノロエース
 （ミニボトル）・・・80mL
■ アルタンNAハンドソープ
 （ミニボトル）・・・30mL
 ● アルタン株式会社
 〒144-0033  東京都大田区東糀谷3丁目11番10号
 TEL 03-3743-5705（代）

900 円（税別）

２０１9年10月1日より、ハガキ料金が
６3円に値上げされましたので、ご投函
の際はご注意下さい。

大正から昭和にかけて活躍
した画家・ 岸田劉生（1891-
1929）。展覧会では代表作《麗
子微笑》（重要文化財）を含む
初期から晩年までの作品150
点余を年代順に紹介し、劉生
の歩んだ絵画の道をたどり
ます。
● 名古屋市美術館
 名古屋市中区栄2-17-25　  TEL 052-212-0001
  会期/2020年1月8日（水）～３月1日（日）
  開館/9:30～ 17:00、金曜日は    20:00まで
　　　※入場は閉館30分前まで
  休館/月曜日（1月13日、2月24日は開館）、1月14日（火）、2月25日（火）
  観覧料/一般1,400円、高大生900円、中学生以下無料

I
5組

10名様
「没後90年記念 岸田劉生展」

《麗子微笑》 重要文化財
1921年10月15日 東京国立博物館
Image:TNM Image Archives
展示期間：1月8日～ 2月16日

読者
プレゼント！

どなたでも
 応募できます！

会員募集中！愛知いきいきクラブ  
愛知県老人クラブ連合会

愛知いきいきクラブ 
愛知県老人クラブ連合会

愛知県在住で、おおむね60歳以上の方ならどなたでも
入会できます。
※各市町村の老人クラブによっては入会制限年齢が異なる場合があります。

老人クラブとは、高齢者の仲間同士がクラブ活動を通じ、暮らし
を豊かにするとともに、知識と経験を生かして社会の一員として
の役割を果たすことを目的にした自主団体です。

☎052-212-5524



薬
膳
は
、旬
の
食

材
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
が
基
本
。

　

薬
膳
と
聞
く
と

な
ん
だ
か
難
し
そ

う
、臭
そ
う
…
ハ
ー

ド
ル
が
高
い
と
思

わ
れ
ま
す
が
。

　
「
ま
ず
い
、苦
い
、

臭
い
、
特
別
な
食

材
が
い
る
の
で
は

…
そ
う
思
わ
れ
が

ち
な
薬
膳
で
す
が
、

特
別
な
食
材
や
手

の
込
ん
だ
調
理
は

必
要
な
く
、
四
季

折
々
、そ
の
時
期
に

あ
る
旬
の
食
材
を

組
み
合
わ
せ
る
こ

と
が
基
本
で
す
。薬

膳
と
の
出
会
い
は
、

家
族
の
病
気
と
ど

う
向
き
合
っ
て
い

く
の
か
、
模
索
す

る
中
で
し
た
。
日

本
人
唯
一
の
中
華

名
医
西
川
修
先
生

の
薬
膳
の
講
座
で

「
肉
じ
ゃ
が
だ
っ

て
、薬
膳
な
ん
で
す

よ
。玉
ね
ぎ
を
必
ず

入
れ
ま
す
ね
、こ
れ

が
肉
と
じ
ゃ
が
い

も
の
働
き
を
助
け

る
‥
」
と
聞
き
、な

ん
だ
こ
れ
、
和
食

じ
ゃ
ん
、
と
目
か

ら
ウ
ロ
コ
。
食
材

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

を
知
る
こ
と
で
旬

を
生
か
す
和
食
が

理
に
か
な
っ
た
薬

膳
で
あ
る
と
、
腑

に
落
ち
ま
し
た
」

乾
燥
す
る
こ
の

季
節
は
、
白
い

食
べ
も
の
を
。

　
最
近
は
栄
養
素
や

カ
ロ
リ
ー
を
重
視
す

る
傾
向
が
あ
り
ま
す

が
。

　
「
こ
れ
を
食
べ
る

と
ど
う
な
る
か
、

最
近
は
一
つ
の
食

材
の
効
果
効
能
ば

か
り
が
取
り
上
げ

ら
れ
ま
す
が
、
大

切
な
こ
と
は
旬
の

食
材
を
旬
な
食
べ

か
た
を
す
る
こ
と
。

夏
が
旬
の
キ
ュ
ウ

リ
や
ト
マ
ト
は
、

か
ら
だ
の
熱
を
と

る
働
き
が
あ
り
ま

す
。秋
か
ら
冬
は
か

ら
だ
を
冷
や
す
の

で
控
え
ま
し
ょ
う
。

肌
が
乾
燥
す
る
こ

の
時
期
は
、実
は
内

蔵
も
乾
燥
し
て
お

り
、肺
の
元
気
が
な

く
な
り
ま
す
。今
の

時
期
、お
す
す
め
な

の
が
白
い
食
べ
も

の
。こ
れ
か
ら
旬
を

迎
え
る
大
根
や
か

ぶ
、れ
ん
こ
ん
、
長

芋
、
里
芋
な
ど
で

す
。季
節
の
か
ら
だ

に
ふ
さ
わ
し
い
食

材
は
、旬
と
密
接
に

つ
な
が
っ
て
い
る

の
で
す
」

医
食
同
源
の
中

医
学
に
学
ぶ
、五

色
の
食
べ
も
の
。

　
「
医
食
同
源
の
中

国
で
は
、食
材
の
色

を
そ
の
働
き
と
し

て
活
用
し
ま
す
。ど

ん
な
意
味
が
あ
る

か
、知
っ
て
お
く
と

一
つ
の
目
安
に
な
っ

て
い
い
と
思
い
ま

す
。「
緑
は
肝
臓
、赤

は
心
臓
、黄
は
消
化

器
官
、
白
は
肺
、
黒

は
腎
臓
」。自
分
の
か

ら
だ
に
耳
を
傾
け
、

体
調
が
悪
い
な
と
感

じ
た
ら
、気
に
な
る

色
の
食
材
を
ち
ょ
っ

と
足
す
。わ
か
め
、昆

布
、
椎
茸
、き
く
ら

げ
、黒
ご
ま
な
ど
の

黒
い
食
べ
も
の
は
、

生
命
力
を
養
う
も

の
。毎
日
の
食
卓
に
、

積
極
的
に
取
り
入
れ

た
い
も
の
で
す
。肝

腎
か
な
め
と
言
う
よ

う
に
、腎
は
生
命
の

素
で
す
。こ
れ
か
ら

迎
え
る
冬
は
、滋
養

を
た
め
込
む
季
節
で

す
。ダ
イ
エ
ッ
ト
は

厳
禁
。よ
く
食
べ
よ

く
飲
み
よ
く
寝
る
、

一
年
の
元
気
、「
元

気
の
素
」を
食
べ
ま

し
ょ
う
。難
し
く
考

え
ず
、季
節
の
食
材

を
選
ん
で
彩
り
良

く
。忙
し
い
時
に
は
、

デ
パ
地
下
や
ス
ー

パ
ー
の
お
惣
菜
だ
っ

て
い
い
ん
で
す
。旬

の
食
材
を
選
ぶ
、そ

う
で
な
け
れ
ば
旬
の

食
材
を
ち
ょ
い
足

し
。ね
ぎ
や
に
ん
に

く
、大
葉
、生
姜
な
ど

の
薬
味
を
足
す
の
も

い
い
で
す
」

YouTube

で「
薬

膳
川
柳
チ
ャ
ン
ネ

ル
」を
毎
月
配
信
。

　
「
簡
単
に
作
れ
る

お
す
す
め
薬
膳
料

理
を
紹
介
し
て
い

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。ち
な

み
に
昨
年
11
月
は

海
老
の
ハ
ン
バ
ー

グ
。海
老
は
肝
腎
を

養
っ
て
腸
を
潤
す
、

特
に
腎
の
働
き
を

助
け
て「
元
気
の
素
」

を
作
り
ま
す
。腎
機

能
の
虚
弱
に
よ
っ

て
生
じ
る
腰
痛
や

倦
怠
感
を
緩
和
す

る
働
き
も
あ
り
ま

す
。海
老
は
調
理
に

よ
っ
て
背
が
丸
く

な
る
こ
と
か
ら
、腰

が
曲
が
る
ま
で
健

康
で
長
生
き
で
き

る
よ
う
に
と
願
う

縁
起
物
と
し
て
、お

せ
ち
料
理
に
も
入

れ
ら
れ
ま
す
が
、お

せ
ち
料
理
こ
そ
究

極
の
薬
膳
料
理
。海

老
を
食
べ
て
腎
を

冷
や
さ
ず
、精
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

全国老人クラブ連合会推奨

いきいきクラブ
体操体操

いきいきクラブいきいきクラブ

いきいきクラブいきいきクラブ
体操体操 椅子に座

って

する運動

7：前曲げと
深呼吸の運

動

※全体を
繰り返し

、2回行い
ます。

いきいきクラブ体操関連教材
●いきいきクラブ体操DVD
　2,280円（税・送料込）

●いきいきクラブ体操CD
　1,050円（税・送料込）

　購入希望の方は県老連  
　までご連絡ください。

腰 や 背 中 を リ
ラックスさせま
しょう。（腰背部
のストレッチ）
大きな深呼吸し
ながら、背伸び
をしましょう。

効 果腰（1・２）、もも
（3・４）、すね（5・
６）の順にトント
ンとたたきなが
ら、前 屈 し ま す

（7、8）。

ひざに手をお
き（1・２）、両
手を上げて深
呼 吸（3〜 6）
手をおろしま
す（7・8）

3・4・5・63・4 5・6 1・21・2 7・87・8

（8）令和元年（2019年）  秋号

編
集
後
記

  御礼  老人クラブ役員の皆様、いつも『いきいきライフ』を配布して頂きまして、ありがとうございます。

　
ス
ー
パ
ー
に
あ
る
食
材
か
ら
手
軽
に
、季

節
に
あ
っ
た
健
康
薬
膳
料
理
を
作
る
。軽
妙

な
お
し
ゃ
べ
り
と
料
理
か
ら
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
で
大
人
気
の
講
師
都
築
麻
尋
さ

ん
。家
族
の
病
気
が
き
っ
か
け
で
中
医
学
の

薬
膳
と
出
会
い
、和
食
こ
そ
実
は
薬
膳
で

あ
っ
た
と
気
づ
き
、中
医
薬
膳
特
任
教
授
と

し
て
講
演
、食
育
に
も
携
わ
る
な
ど
活
躍
。

誰
で
も
簡
単
に
で
き
る
、健
康
薬
膳
料
理
と

は
？
そ
の
極
意
を
伺
い
ま
し
た
。

和
食
で
手
軽
に
健
康
薬
膳
。

 　　　　　　　　　　　　　　　 社団法人日本・ 中
医保健医学会認定中医薬膳特任教授として、薬膳・漢
方・気功の講座・講演多数。毎日文化センター・NHKカ
ルチャーセンター講師で楽しくわかりやすい薬膳健康講
座が大人気。健康管理士一般指導員・食育インストラク
ター・保育士資格を持ち、愛知県・名古屋市内の幼稚園
や小学校で食育指導も行う。

都築麻尋さん プロフィール

VOL
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い
き
い
き
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

中
医
薬
膳
特
任
教
授

都
築 

麻
尋
さ
ん

深
呼
吸

トン トン
トン

トン トン
トン

★ ★

★★

★

手を下に

もも

すね

腰

　

消
費
税
が
10
％
に
な

る
前
に
生
活
必
需
品

を
買
い
込
み
す
る
か

ど
う
か
の
記
事
を
読

ん
だ
。多
く
の
人
は
あ

る
程
度
の
品
を
買
い

込
む
と
あ
っ
た
が
、一

部
の
人
は
買
い
込
み
を

す
る
と
不
必
要
な
物
ま

で
購
入
し
て
し
ま
う

の
で
、必
要
な
時
に
必

要
な
分
を
買
う
こ
と

が
一
番
の
節
約
だ
と

あ
っ
た
。節
約
と
い
う

言
葉
に
弱
い
私
は
買
い

込
み
を
や
め
よ
う
と

思
っ
た
。し
か
し
、ど
の

お
店
も
お
買
い
得
セ
ー

ル
を
や
り
、し
か
も
お

値
打
ち
と
き
た
ら
買

う
し
か
な
い
！
と
結

局
、買
い
込
む
始
末
。

買
っ
た
も
の
が
家
の

中
で
迷
子
に
な
ら
な
い

よ
う
に
掃
除
を
始
め

た
と
こ
ろ
で
す
。（
K
）

　

大
府
市
に
あ
り
ま

す
愛
知
健
康
の
森
公

園
を
、
心
地
よ
い
風

を
受
け
、い
い
汗
を

流
し
な
が
ら
清
々
し

い
気
持
ち
で
ゴ
ー
ル

を
迎
え
ま
し
た
。
来

年
に
還
暦
を
迎
え
る

私
に
と
っ
て
は
、か

な
り
冒
険
を
し
た
な

と
走
る
前
は
感
じ
て

い
ま
し
た
が
、
他
の

参
加
者
の
方
で
、
私

よ
り
年
配
の
方
も
多

数
走
ら
れ
て
お
り
、

元
気
に
楽
し
く
走
る

姿
に
感
銘
を
受
け
、

や
は
り
健
康
は
何
事

に
も
変
え
ら
れ
な
い

な
と
改
め
て
思
い
知

ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
時
間
が
あ

れ
ば
、
清
々
し
さ
を

求
め
て
走
り
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
。　

　
　
（
K
）


